
　
緊
急
通
報
用
の
電
話
機
を
貸
与
し

ま
す
。急
病
や
災
害
等
の
緊
急
時
に

ボ
タ
ン
１
つ
で
海
部
東
部
消
防
署
お

よ
び
協
力
員
に
通
報
で
き
ま
す
。協

力
員
２
名
を
確
保
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

対
象

・
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
在

　
宅
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

・
在
宅
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
身
体

　
障
害
者

・
ね
た
き
り
老
人
ま
た
は
重
度
身
体

　
障
害
者
を
抱
え
る
高
齢
者
の
み
の

　
世
帯
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

　
世
帯
の
方
等

　
ね
た
き
り
老
人
等
の
衛
生
を
保
持

す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
で
ね
た
き
り
状
態

の
方
等

実
施
回
数
　
月
１
回（
寝
具
４
枚
ま
で
）

内
容
　
居
宅
を
訪
問
し
て
寝
具
を
収

集
し
、
熱
風
に
よ
る
寝
具
の
乾
燥
お
よ

び
殺
菌
消
毒
を
行
い
配
達
し
ま
す
。

　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
、ね
た
き
り
老
人
等
に
、日

常
生
活
用
具
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し

ま
す
。た
だ
し
、
収
入
に
応
じ
て
一
部

自
己
負
担
額
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

主
な
対
象
品
目
　
電
磁
調
理
器
、
自

動
消
火
器
、火
災
警
報
器
等

　
高
齢
者
同
士
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
方
々
の
健
康

保
持
と
積
極
的
な
社
会
参
加
を
図
り

ま
す
。

対
象
　
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方

内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、入
浴
、会
食
な
ど

利
用
料
　
会
食
に
伴
う
食
材
料
費
１

食 

３
０
０
円

　
調
理
が
困
難
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
等
の
方
に
、
定
期
的
に
居
宅

に
訪
問
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、ご
本
人
の

安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対
象

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

・
高
齢
者
ま
た
は
身
体
障
害
者
の
み

　
の
世
帯
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ
る
世
帯

内
容
　
給
食
業
者
が
調
理
し
た
食
事

を
、昼
食
時
に
各
家
庭
へ
配
達
し
ま
す
。

利
用
料
　
１
食 

５
０
０
円

　
重
度
の
要
介
護
状
態
に
あ
る
高
齢

者
等
を
在
宅
で
常
時
介
護
し
て
い
る

方
に
、
家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し

ま
す
。

対
象
　
要
介
護
４
、
５
と
判
定
さ
れ

た
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
高
齢
者

を
、過
去
１
年
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ず
に
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

※

年
間
当
た
り
７
日
間
ま
で
の
短
期

　
入
所
生
活
介
護
ま
た
は
短
期
入
所

　
療
養
介
護
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

　
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
と
す
る
。

支
給
額（
年
額
）　
10
万
円

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
自
分
ら
し
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、セ

ン
タ
ー
の
社
会
福
祉
士
、主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
が
中
心
と
な
っ
て

必
要
な
援
助
・
支
援
を
包
括
的
に
行

い
ま
す
。

内
容

・
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を

　
継
続
で
き
る
よ
う
、
要
支
援
者
等

　
を
対
象
と
し
た
予
防
給
付
お
よ
び

　
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事

　
業
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

・
高
齢
者
や
そ
の
家
族
、近
隣
に
暮
ら

　
す
方
々
の
介
護
に
関
す
る
相
談
や

　
心
配
ご
と
な
ど
、
総
合
的
な
相
談

　
に
応
じ
ま
す
。

・ 

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
、

　
虐
待
の
早
期
発
見
に
対
応
す
る
な

　
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
守
る
た
め

　
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
高
齢
者
の
心
身
の
状
態
に
合
わ
せ
、

　
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る

　
よ
う
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
指
導
・

　
助
言
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

　
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
４
４
２
）０
８
５
７

　
在
宅
の
要
援
護
高
齢
者
ま
た
は
要

援
護
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
を

抱
え
る
家
族
等
の
各
種
相
談
に
対
し

て
、
面
接
や
24
時
間
の
電
話
相
談
な

ど
に
応
じ
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
各
種
の

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
手
続
き
に
関
す
る
代
行
申
請

等
も
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
老
人
保
健
施
設
「
四
季

の
里
」内 

町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
４
４
１
）５
１
５
５

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
や
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、在

宅
医
療
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
関
係

す
る
医
療
機
関
、介
護
事
業
所
、行
政

機
関
等
と
連
携
を
図
り
、
適
切
な
在

宅
医
療
・
介
護
の
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
医
療
と
介
護
の
知
識
を
持
つ
相
談

員
が
常
駐
し
、み
な
さ
ま
の
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
海
部
医
療
圏
在
宅
医
療

・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー（
あ
ま
さ

ぽ
）津
島
市
役
所
神
守
支
所
１
階

　
☎
０
５
６
７（
５
８
）５
９
８
９

　（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　
時
15
分
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

家
族
介
護
慰
労
事
業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

海
部
医
療
圏
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

（
あ
ま
さ
ぽ
）

金婚夫婦に該当する方

「友好自治体施設等助成金」とは

助成対象者

助成金額

問合せ先

ー友好自治体施設等利用助成金をご利用くださいー

令和元年９月１５日現在、本町に住所がある方で、婚姻生活が５０年になったご夫婦
（昭和４３年９月１６日から昭和４４年９月１５日までに結婚された方）
申出期間　８月１日（木）～３０日（金）※土日・祝日を除く
申出方法　次のものを役場住民課へ持参してください。
・印鑑
・お２人で写っている写真
  （仲良く前を向いて写っているもの）※広報に掲載します
・戸籍謄本
  （本町に本籍がない方のみ）
その他　要件を満たしていて、今までに申し出ていないご夫婦も
今年お祝いをしますので、申し出てください。
過去に金婚夫婦としてお祝いを受けられた方は除きます。
問合せ先　役場　住民課　内線１７３･１７４

結婚生活
５０年の

金婚夫婦の
方を、

敬老会でお祝いします。

こ
こ
ま
で
の
問
合
せ
先

　
役
場 

民
生
課

　
内
線
１
１
５
・
１
５
８

対象施設の利用料金の20％
（100 円未満切り捨て）
※1人につき年 1万円まで
※飲食・記念品・土産代は対象外
※予算の範囲内で助成金を交付し
　ますので予算を超えるときは受
　付を停止します。

町内在住・在勤の方とその被扶養者

http://www.town.oharu.
aichi.jp/gyosei/
yuko-html#yuko_ j

役場　企画課　内線163

助成金が振り込まれる

申請書兼請求書の写しを受け取る

( 振込先の確認のため、振込口座通帳を持参 )
領収書を添付し役場 企画課 窓口に提出

利用後、助成金の申請書兼請求書に必要事項を記入

利用時、助成対象施設を利用し、領収書を発行してもらう

利用前、役場 企画課に電話で予算の執行状況を問合わせる

利用の流れ

　町内在住・在勤の方が、友好自治体である愛知県東栄町および北海道美唄市の宿泊施
設等を使用した際、利用料金の一部を予算の範囲内で助成する制度です。
　この制度は、住民福祉の向上や、友好自治体との自治体間交流の推進を目的とするものです。
　詳しい助成内容は、町ホームページをご覧いただくか、役場企画課へお問合せください。
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